
平成 17 年 7 月に食育基本法が施行され、岐阜
県においても、平成 18 年 4 月に岐阜県食育基本
条例が施行された。この条例において、食育と
は「食に関する正しい知識を身につけること」「自
分に必要な食を選ぶ力を身につけること」「食を
生み出す農の重要性を知ること」の 3 つの基本
理念により「健全な心と身体と豊かな人間形成
を目指す」こととしている。

とりわけ畜産は「生き物を育て、その生命を
いただく」という他の食材にはない重みを持っ
ている。飛騨ミート農業協同組合連合会では、
生き物を食材に変えるとい重要な役割から、常
に向上心をもち、産地食肉センターとして生産
から流通・販売、消費者までをつなぐ責務を堅
実に果たし、地域の畜産業の発展と理解に大き
く寄与している。

飛騨ミート農業協同組合連合会はその主たる
業務である、家畜のと畜・加工・販売業務いに
とどまらず、産地食肉センターの名を具現化す
るための行動を実行してきた。それは、生産者
と消費者をつなぐ拠点として、「自らの担うべき
役割は何か」という問いかけへの答えとなるも
のであった。

これまで行われてきた数々の活動内容は、「生
産者には良い畜産物を生産してもらう」、「自ら
は産地食肉センターとして安全・安心な処理を
行う」、「流通・販売業者には、衛生的に食肉を
流通・販売してもらう」、「消費者には正しい知
識をもって食してもらう」というフードチェー
ンの中心としての理念が強く感じられる。

なお、これらの取り組みは岐阜県における肉

用牛振興施策の根幹となっている「飛騨牛」の
銘柄化推進において大きな役割と効果を与えて
いることは、関係者の周知するところとなって
いる。

また、地域に開かれた産地食肉センターとし
て、積極的な施設の公開と地域住民との交流を
通じて、地域との友好的な関係を築いている。

地域畜産振興部門
兵庫県神戸市

兵庫「The Fly Project」（ザ・フライ・プロジェクト）

兵庫「The��Fly�Project」
～乳用牛の生産性向上を目指した
� サシバエストレス軽減対策の確立～

サシバエとは、イエバエ科の一種で唯一吸血

性かつ刺咬性を持つハエである。酪農現場では、

サシバエが発生する春から秋にかけて牛が神経

質になり、「搾乳時に足をバタつかせて落ち着か

ず、作業性が極端に落ちる」など、見過ごすこ

とのできない問題が発生している。吸血された

乳牛は、ストレスが高まり、飼料摂取量が減少

し、乳量や増体量が低下する。

ザ ･ フライ ･ プロジェクトは、カウ ･ コン

フォートを目指した飼養管理技術の一貫として

サシバエによる吸血ストレスに注目し、平成 18

年 12 月より兵庫県下でサシバエに悩む酪農家、

関係機関・団体の有志でサシバエ対策プロジェ

クトチーム“兵庫「The Fly Project」”を結成し、

その軽減対策技術の確立を実施してきた。

牛舎におけるサシバエの行動観察と生育環境

の調査を徹底させる形で、現場目線での地道な

調査と検証を行った。紆
うよきょくせつ

余曲折の末、防虫ネッ

トで牛舎を蚊帳のように覆う方法にたどりつき、

さらに低コスト化と簡易な施工そしてサシバエ

の行動に基づく効果的な「簡易低コスト防虫ネッ

ト」技術を確立した。

「簡易低コストサシバエネット」は、つなぎ・

フリーストール牛舎など牛舎の構造に関わらず、

畜舎に合わせたオーダーメード方式で導入でき、

低コストで費用対効果が高く、多くの農家で導

入可能な技術となっている。

県内のみならず県外での講演、パンフレット

の作成など、広く普及を進めている。ザ・フラ

イ・プロジェクトの特徴は以下の通り。

第 1 に、安価で強度のある園芸用資材を活用

することで低コスト化を実現するとともに、サ

シバエの生態が判明する中で牛舎全面型から

カーテン方式、部分的防虫ネット施工方式へと

畜舎や外部環境の観察に基づいた低コスト施工

法を確立した点である。また改善の一環として

牛舎内の温度・湿度・通風・採光、その他ネット

の色の影響などさまざまな角度で検証を行うな

ど、まさに現場主義型の実践技術開発といえる。

第 2 に、サシバエ対策の導入農家では、フ

リーストール牛舎内での牛群の片寄りが激減す

るとともに、エサの食いつきが良くなり、乳量

も安定化したと満足度が高い。加えて、防虫

ネットがサシバエ以外の害鳥虫の侵入も防ぐと

ともに、搾乳時に牛が落ち着くため、搾乳作業

が大変楽になったと高く評価されている。乳量

等のみでは評価できない改善効果がある。また

原因のサシバエ発生を抑制するため、畜主が畜

舎内外の環境整備に気を配るようになったとい

う副次的な効果も現れている。

こうした現場主義・問題解決型のプロジェク

ト方式は、県内の行政や試験研究機関からも高

く評価され、この活動をモデルとして現在３つ

のプロジェクト研究部会が立ち上がったことが

第 3 にあげられる。現場主義・生産農家参加型

の研究手法が広がりつつある。
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サシバエ対策プロジェクトチームの皆さん



活動のようす

▲ 酪農家と指導関係者によるプロジェクト

▲ サシバエ防虫ネット施工の県内第 1号

▲ 低コスト＆簡易施工の改良型サシバエ防虫ネット

▲ サシバエ対策技術の普及推進活動

▲ 防虫ネットの効果を多角的に検証

▲ 平成 18年 12月にプロジェクトを結成


